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失
わ
れ
た
20
数
年
、
石
油
危
機
、
円
高
不
況
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
人
口
減
少
社
会
、
消
費
税
増

税
、
そ
し
て
中
国
経
済
の
失
速
に
よ
る
世
界
同
時
株

安
と
、
最
近
の
日
本
経
済
に
は
数
多
く
の
マ
イ
ナ
ス

要
因
が
取
り
巻
い
て
い
ま
す
。
そ
の
都
度
我
々
中
小

企
業
者
は
ぶ
つ
け
よ
う
の
な
い
苦
し
み
を
背
負
い
な

が
ら
も
、
力
の
限
り
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
す
こ

と
で
難
局
を
乗
り
切
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
を
取
り
巻
く
環
境
も
年
々
変
化
し
、
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
見
据
え
た
対
応
が
必
要
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
最
近
の
特
筆
事
項
と
し
て
、
よ
り

専
門
的
な
支
援
を
行
う
新
た
な
経
営
支
援
体
制
が
開

始
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
「
商
工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
全
体
の
支
援
体
制
が
整
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
８
つ
の
専
門
分
野
グ
ル
ー
プ
（
事

業
承
継
・
製
造
業
・
商
業
・
販
路
開
拓
・
創
業
・
農

商
工
連
携
・
観
光
・
海
外
展
開
）
に
分
か
れ
、

各
分
野
ご
と
に
上
席
専
門
経
営
支
援
員
と
主

任
経
営
支
援
員
が
グ
ル
ー
プ
を
組
む
こ
と
で

よ
り
高
度
な
支
援
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
十
分
活
用
す
る
こ
と
が
何
よ
り

も
望
ま
し
く
、
思
い
が
け
な
い
成
果
も
生
ま

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
商
工
会
館
の
所
在

地
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
商
工
会
館
は
平

成
21
年
の
「
東
御
市
舞
台
が
丘
整
備
基
本
構

想
」
を
受
け
、
平
成
22
年
に
旧
北
御
牧
の
会

館
に
移
転
し
ま
し
た
。
そ
の
後
理
事
会
等
で

審
議
を
重
ね
、
平
成
25
年
度
の
総
会
で
田
中

移
転
が
承
認
さ
れ
、
本
年
２
月
田
中
商
店
街

の
中
心
部
に
移
転
し
ま
し
た
。
会
議
、
及
び

打
合
せ
等
気
軽
に
利
用
で
き
る
「
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
及
び
市
の
観
光
案
内
を
兼

ね
た
「
観
光
産
業
シ
ェ
ア
ス
ペ
ー
ス
」
が
併

設
さ
れ
て
お
り
、
市
内
の
活
性
化
に
役
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
７
月
に
は
国
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
「
と
う
み
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」
を
発
売
し

ま
し
た
。
当
会
で
は
市
と
協
議
を
進
め
る
中
で
広
く

住
民
に
行
き
渡
る
こ
と
を
第
１
と
考
え
、
一
人
あ
た

り
の
購
入
額
上
限
を
５
万
円
に
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、

約
３
週
間
も
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
を
絶
好
の

機
会
と
と
ら
え
、
新
規
客
の
獲
得
や
、
客
単
価
の
向

上
等
活
性
化
に
繋
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
我
が
国
の
経
済
を
下
支
え
す
る
小
規
模

企
業
に
光
を
当
て
た
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
」

が
制
定
さ
れ
て
１
年
、
国
は
中
小
・
小
規
模
企
業
の

振
興
に
力
を
入
れ
、
様
々
な
補
助
金
や
優
遇
税
制
な

ど
、
支
援
メ
ニ
ュ
ー
も
多
く
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
透
明
な
経
済
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
企
業

活
動
に
必
要
な
事
務
処
理
や
法
的
業
務
事
項
遵
守
等
、

こ
の
機
会
に
商
工
会
を
う
ま
く
利
用
し
て
事
業
所
の

発
展
に
繋
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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平
成
27
年
５
月
19
日
東
御
市
中
央
公
民
館
に

て
第
55
回
通
常
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ

れ
た
議
案
は
す
べ
て
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
を
中
心
に
事
業
計
画
に
沿
っ
て
事
業
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
以
下
最
重
点
事
業
を

紹
介
し
ま
す
。

　

最
重
点
事
業

１
企
業
サ
ポ
ー
ト
強
化
事
業

　

会
員
事
業
所
を
巡
回
し
経
営
課
題
・
悩
み
等

を
聞
き
取
り
、
解
決
に
向
け
て
共
に
考
え
、
一

定
の
方
向
性
を
提
案
。
会
員
に
寄
り
添
う
商
工

会
を
目
指
す
。

２
創
業
・
第
２
創
業
支
援
事
業

　

人
口
減
少
や
廃
業
が
増
加
し
地
域
経
済
が
疲

弊
す
る
の
を
く
い
止
め
る
た
め
、
創
業
・
第
２

創
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。
ま
た
、
地
域
内

で
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
創
造
で
き
な
い
か
研
究

す
る
。

３
商
業
・
商
店
街
賑
わ
い
創
出
事
業

　

商
店
街
は
物
を
売
り
買
い
す
る
経
済
的
役
割
、

人
が
交
流
す
る
社
会
的
役
割
、
情
報
を
発
信
す

る
文
化
的
役
割
が
あ
る
。
こ
の
原
点
に
立
ち
返

り
、
商
店
街
が
賑
わ
い
創
出
等
魅
力
ア
ッ
プ
に

繋
が
る
事
業
を
支
援
す
る
。

４
交
流
人
口
増
加
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化
支

援
事
業

　

北
陸
新
幹
線
延
伸
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

し
て
と
ら
え
、
通
過
点
に
終
わ
ら
な
い
施
策
、

魅
力
発
信
事
業
を
展
開
す
る
。

　

８
月
１
日
（
土
）
東
御
市
民
祭
り
の
一
環
と

し
て
、
商
工
会
主
催
の
「
雷
電
子
供
相
撲
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
市
内
５
小
学
生
84
名
参
加
の
も
と
、

東
関
部
屋
が
寄
贈
し
た
ま
わ
し
を
締
め
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
、
小
学
校
対
抗
の
団
体
戦
等
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
大
相
撲
東
関
部

屋
の
振
分
親
方
（
元
小
結
高
見
盛
）
ら
を
招
き
、

初
の
企
画
と
し
て
力
士
が
調
理
し
た
「
ち
ゃ
ん

こ
鍋
」
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
ま
わ
し
姿
の

子
供
達
や
保
護
者
ら
が
、
汗
を
か
き
な
が
ら
美

味
し
そ
う
に
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
頬
張
っ
て
い
ま
し

た
。

　

優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す

　

４
年
生
の
部　

遠
藤
俊
佑
君
（
和
）

　

５
年
生
の
部　

田
中
一
希
君
（
和
）

　

６
年
生
の
部　

和
田
晃
侑
君
（
滋
野
）

　

団
体
戦
の
部　

祢
津
小
学
校

　
　
　
　

本
年
度
の
総
代
会
に
お
い
て
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

新
役
員
名
簿
（
任
期
３
年
）

会　

長　

清
水
初
太
郎　

㈱
ア
ヅ
マ

副
会
長　

満
木　
　

大　

㈱
ミ
ツ
ギ

　

同　
　

水
科　

勝
吉　

水
科
設
備

理　

事　

高
橋　

史
尚
（
田
中
）
米
の
た
か
は
し

　

同　
　

新
保　

伸
二
（
田
中
）
浜
田
屋

　

同　
　

宮
崎　

隆
志
（
田
中
）
バ
ー
バ
ー
ミ
ヤ
ザ
キ

　

同　
　

関　
　

和
茂
（
滋
野
）
㈲
関
総
合
企
画

　

同　
　

阿
部　

卓
朗
（
滋
野
）
安
楽
屋
商
店

　

同　
　

大
日
向
英
昭
（
祢
津
）
大
日
向
工
務
店

　

同　
　

白
石　

幸
雄
（
祢
津
）
㈱
白
石
製
作
所

　

同　
　

永
井　

英
雄
（
北
御
牧
）
永
井
繁
治
商
店

　

同　
　

滝
沢　
　

亮
（
北
御
牧
）
㈱
メ
イ
ク
ワ
ン

　

同　
　

荒
井　
　

満
（
和
）
荒
井
住
宅

　

同　
　

荒
井　

浩
正
（
和
）
㈱
荒
井
設
備

　

同　
　

片
山　

喜
之
（
海
野
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
信
濃
東
部
自
動
車
学
校

　

同　
　

宮
下　

真
郷
（
海
野
）
㈲
白
鳥
薬
局

　

同　
　

荻
原　

嘉
一
（
加
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｌ
Ｌ
Ｐ
東
御
景
観
サ
ー
ビ
ス

　

同　
　

花
岡　

幹
夫
（
加
沢
）
花
岡
制
御

　

同　
　

山
岸　

智
之
（
青
年
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
山
岸
自
動
車
工
業

　

同　
　

金
井
美
恵
子
（
女
性
部
長
）
か
な
い
商
店	

監　

事　

梶
野　

昭
三　

梶
野
総
合
行
政
事
務
所

　

同　
　

小
林　

輝
彦　

東
部
プ
リ
ン
ト

　

以
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
役
員
及
び
総
代
の
ス
リ
ム
化
を

図
り
ま
し
た
。

商
工
会
に
対
す
る
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
役
員
ま
た
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
事
務
局
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
27
年
度
通
常
総
代
会
新
役
員
の
ご
紹
介

収入の部（63,850千円）
前期繰越金
4,068千円
6%

雑収入
422千円
1%

県補助金
26,473千円
42%

会費
9,100千円
14%

市補助金
9,032千円
14%

支出の部（63,850千円）
予備費
97千円
0%

資産取得支出
500千円
1%

管理費
15,120千円
24%

小規模事業支援事業費
31,408千円
49%地域総合振興事業費

16,725千円
26%

手数料等収入
14,755千円
23%
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東
御
市
商
工
会
で
は
、
平
成
27
年
３
月
の
長
野
新
幹
線
の
延
伸
（
北
陸
新
幹
線

開
業
）
に
よ
り
交
流
人
口
が
飛
躍
的
に
増
大
す
る
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
て
、
お
互
い
の
立
地
条
件
や
地
域
資
源
を
活
か
し
地
域
経
済
の
活
性
化
等

を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
平
成
26
年
３
月
18
日
に
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
と
連

携
協
力
に
関
す
る
協
定
に
調
印
い
た
し
ま
し
た
。
両
商
工
会
の
規
模
や
合
併
の
枠

組
み
、
日
本
の
道
百
選
・
伝
統
的
街
並
み
等
歴
史
的
、
景
観
的
に
も
共
通
す
る
も

の
が
多
く
あ
り
又
、
全
国
的
に
も
有
名
な
越
中
八
尾
お
わ
ら
風
の
盆
が
毎
年
（
９

月
１
日
・
２
日
・
３
日
）
開
催
さ
れ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
連
携
協
定
に
調

印
を
す
る
前
の
年
、
平
成
26
年
10
月
に
、
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
の
役
職
員
の

皆
様
が
東
御
市
を
訪
れ
、
田
中
商
店
街
・
海
野
宿
・
雷
電
の
里
道
の
駅
等
を
視

察
、
昨
年
８
月
に
東
御
市
商
工
会
正
副
会
長
が
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
を
訪
問

し
懇
談
を
し
、
同
じ
く
11
月
に
海
野
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
越
中
八
尾
お
わ
ら
風
の

盆
の
皆
様
を
ご
招
待
、
海
野
宿
に
て
ご
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
３
月

14
日
に
長
野
新
幹
線
が
金
沢
ま
で
延
伸
し
ま
し
た
が
、
そ
の
１
週
間
後
の
３
月
21

日
・
22
日
に
開
催
さ
れ
た
「
か
が
や
き
と
や
ま
逸
品
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
、
く
る

み
、
く
る
み
菓
子
等
東
御
市
の
特
産
品
を
出
品
し
売
り
込
み
、
大
い
に
東
御
市
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
互
い
に
少
し
ず
つ
着
実
に
人
と
人
と

の
交
流
を
続
け
な
が
ら
、
地
域
の
特
産
品
等
を
販
売
し
あ
い
、
親
交
を
深
め
て
い

き
信
頼
と
協
調
を
築
き
、
そ
の
中
で

両
地
域
の
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ

た
魅
力
的
な
観
光
ル
ー
ト
の
共
同
開

発
や
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
事
業
等
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
始

ま
っ
て
間
も
な
い
連
携
交
流
事
業
で

あ
り
ま
す
が
、
広
く
会
員
の
皆
様
の

声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
一
層

の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

八
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
「
み
ま
き

ニ
ュ
ー
ド
カ
ン
コ
」
は
、
北
御
牧
村
の
時
か
ら

行
わ
れ
た
祭
り
で
、
最
初
は
村
青
年
団
が
、
夏

の
盆
踊
り
と
し
て
始
ま
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

以
後
、
村
、
商
工
会
等
が
加
わ
っ
て
の
祭
り
と

な
り
、
内
容
も
、
盛
り
だ
く
さ
ん
に
な
り
、
数

年
後
に
、
「
花
火
を
打
ち
上
げ
て
み
よ
う
」
と

な
り
、
商
工
会
本
会
と
青
年
部
が
何
も
わ
か
ら

な
い
状
態
で
資
金
集
め
か
ら
始
ま
り
、
は
じ
め

て
花
火
が
打
ち
上
が
っ
た
時
は
感
動
で
し
た
。

　

村
が
合
併
し
て
、
市
民
祭
り
が
開
催
さ
れ
る

状
況
で
「
み
ま
き
ド
カ
ン
コ
」
の
祭
り
は
ど
う

す
る
か
？
と
疑
問
視
さ
れ
た
時
も
あ
り
ま
し
た

が
、
新
し
く
、
「
み
ま
き
ニ
ュ
ー
ド
カ
ン
コ
」

と
し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

今
年
は
、
「
御
牧
ふ
れ
あ
い
郷
づ
く
り
協
議

会
」
に
組
み
込
ま
れ
た
中
で
の
運
営
と
な
り
、

同
時
に
、
実
行
委
員
会
も
立
ち
上
げ
て
、
地
区

区
長
会
は
じ
め
各
種
団
体
か
ら
四
十
名
を
越
す

委
員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
の
祭
り
の
開
催
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
の
内
容
は
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
グ

ラ
ン
ド
、
ス
テ
ー
ジ
で
保
育
園
児
に
よ
る
神

輿
、
小
学
生
の
踊
り
、
毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た

シ
ョ
ー
や
御
牧
太
鼓
が
打
た
れ
、
グ
ラ
ン
ド
で

は
最
初
に
参
加
者
が
自
由
に
踊
れ
る
「
ド
カ
ン

コ
音
頭
」
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
遊
び
の
広
場

で
は
、
金
魚
す
く
い
、
か
き
氷
、
子
ど
も
会
の

イ
ベ
ン
ト
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
食
の
広
場
で
は

支
会
で
う
ど
ん
、
や
き
鳥
、
飲
み
物
な
ど
の
販

売
や
他
に
も
多
く
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。

　

祭
り
の
最
後
は
、
北
御
牧
支
会
主
催
の
大
花

火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

地
区
会
員
の
御
寄
付
か
ら
地
区
外
の
多
く
の

御
協
賛
を
頂
き
ま
し
た
。

　

開
演
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
の
あ
と
は
、
「
お
祝

い
の
花
火
」
が
多
く
打
ち
上
げ
ら
れ
、
最
後
の

ス
タ
ー
マ
イ
ン
に
は
観
客
の
皆
さ
ん
か
ら
満
足

の
拍
手
が
続
き
ま
し
た
。

み
ま
き
ニ
ュ
ー
ド
カ
ン
コ

永
井
繁
治
商
店　

永
井
英
雄

富山市八尾山田商工会と連携協定締結

おわら風の盆 in 海野宿（昨年の模様）

小学生による踊り
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今
年
度
よ
り
田
中
支
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
、
高
橋
史
尚
と
申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が

ら
３
年
間
の
任
期
を
全
う
し
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
田
中
支
会
で
は
年
間
の
主
要
事
業
と

し
て
７
月
第
３
土
曜
日
に
開
催
す
る
田
中
祇
園

祭
、
８
月
12
日
に
開
催
す
る
田
中
花
市
が
あ
り

ま
す
。
本
年
も
７
月
18
日
（
土
）
に
田
中
祇
園

祭
を
、
８
月
12
日
（
水
）
に
田
中
花
市
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
年
間
を
通
じ
て
管
内
４
か
所
の

駐
車
場
の
維
持
管
理
を
行
う
ほ
か
、
年
末
に
は

駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
な
ど
地
域
の

賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る
べ
く
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

６
月
13
日
滋
野
支
会
の
総
会
が
菱
野
温
泉
常

盤
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
す
べ
て
承
認

さ
れ
、
役
員
も
新
体
制
に
な
り
ま
し
た
。
後
の

懇
談
会
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
乙
女
平
の
夏
祭
り
が
有
り
ま
し
た
。

子
ど
も
神
輿
、
ス
イ
カ
割
り
、
抽
選
会
等
い
ろ

い
ろ
な
催
し
物
の
あ
る
中
、
地
区
商
工
会
で
は

恒
例
に
な
っ
て
い
る
焼
鳥
で
協
賛
し
用
意
さ
れ

た
2
0
0
0
本
の
焼
鳥
も
完
売
し
ま
し
た
。

　

８
月
12
日
片
羽
・
赤
岩
商
工
会
主
催
の
花
市

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
大
盛
況
‼　

関
係
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
大
変
さ
が
伺
え
ま

し
た
。

　

祢
津
支
会
は
、
地
域
内
の
事
業
者
が
業
種
に

か
か
わ
り
な
く
お
互
い
の
事
業
の
発
展
や
地
域

の
発
展
の
た
め
、
本
会
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の

も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
そ
の

一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
員
数
は
96
会
員
で
、
本
年
は
役
員
改
選
が

あ
り
、
支
会
長　

大
日
向　

英
昭
（
大
日
向
工

務
店
）
、
副
支
会
長　

白
石　

幸
雄
（
㈱
白
石

製
作
所
）
、
会
計　

山
越　

孝
彦
（
山
越
木

工
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
会
員
の
多
く
は
小
規

模
、
零
細
事
業
者
で
あ
り
、
業
種
の
相
違
は
あ

り
ま
す
が
良
い
意
味
で
の
競
争
原
理
を
活
用
し

な
が
ら
、
会
員
相
互
が
協
力
、
理
解
し
合
い
、

経
営
や
技
術
の
発
展
の
た
め
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
支
会
は
、
地
域
社
会
一
般
の
振
興
、

発
展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
も
大
き
な
役
割
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
内
の
文
化
、

伝
統
行
事
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
後
援
、
支
援

参
加
を
長
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
部
は
、
新
張
区
祗
園
祭
、
各
地
区
子
ど
も

相
撲
大
会
、
出
場
の
火
祭
り
等
で
あ
り
、
特
に

毎
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
東
西
町
（
祢
津
）
祇

園
祭
に
際
し
て
は
、
役
員
・
会
員
が
主
体
と

な
っ
て
、
ボ
ン
ボ
リ
の
飾
り
つ
け
、
運
営
補
助
、

広
報
宣
伝
、
祢
津
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の
補
助

先
導
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料
配
布
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
、
各
会
員
は
、
各
地
区
行
事

に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
地
域
と
の
関
わ

り
を
持
ち
続
け
る
こ
と
は
、
各
会
員
事
業
者
の

健
全
な
事
業
運
営
、
発
展
の
た
め
に
も
大
変
有

意
義
な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
会
員
加
入
促
進
、
貯
蓄
ほ
か
共

済
加
入
促
進
活
動
、
ま
た
、
毎
年
、
秋
頃
に
は
、

本
会
会
長
・
事
務
局
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
経

営
・
技
術
改
善
な
ど
に
つ
い
て
の
商
工
懇
談
会

と
会
員
相
互
の
親
睦
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
会
、
各
支
会
の
ご
指
導
・
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
掲
載
の
写
真
は
、
出
場
の
火
祭
り
の

様
子
で
す
。

支
会
活
動
報
告

田
中
支
会

滋
野
支
会

祢
津
支
会

乙女平夏祭り

出場の火祭り

花市


